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酷
暑
の
候
、
三
翠
化
学
会
同

窓
の
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
三

翠
化
学
会
へ
の
賛
助
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
数
の
方
か
ら
暖

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
役
員
一
同
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
で
は
、
以
下
に
平
成
二
七
年

度
総
会
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま

す
。

　
平
成
二
七
年
度
総
会
は
、

一
〇
月
三
一
日
（
土
）
母
校
三

重
大
学
生
物
資
源
学

部
大
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。
勝
崎
副
会

長
司
会
の
も
と
、
会

長
、
新
学
部
長
梅
川

先
生
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
大
北
氏
（
大

16
）
を
議
長
に
選
出

し
、
二
六
年
度
事
業

報
告
（
西
尾
幹
事
）、

会
計
報
告
（
三
島
幹

事
）、
会
計
監
査
報
告

（
久
松
監
事
）
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
二
七

年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
が
提
案
さ
れ
、

全
議
題
と
も
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
小
畑
理
事
よ
り
賛
助

金
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
報

告
後
の
質
問
で
は
、
財
政
逼
迫

の
為
、
募
金
す
る
こ
と
は
止
む

を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

集
め
方
に
つ
い
て
色
々
と
意
見

が
出
さ
れ
た
。
一
口
い
く
ら
の

賛
助
金
が
良
い
の
か
。
年
度
毎

の
全
員
へ
の
会
費
に
す
べ
き

か
。
ま
た
、
少
し
多
め
の
終
身

会
費
を
求
め
る
べ
き
か
。
一
度

に
多
額
の
募
金
を
求
め
基
金
に

す
る
と
か
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
役
員
会
で
も
賛
助
金
方
式

に
す
る
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

相
当
の
議
論
を
重
ね
て
来
た
結

果
で
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
近
い
将
来
新
し
い
学
科

の
卒
業
生
が
当
三
翠
化
学
会
に

入
会
し
、
同
窓
会
会
費
が
本
会

に
継
続
的
に
納
入
さ
れ
る
こ
と

が
明
確
に
な
る
ま
で
は
、
現
状

方
式
を
続
け
た
い
と
の
会
長
よ

り
の
お
願
い
が
あ
り
、
議
論
を

棚
上
げ
に
し
た
。

　
ま
た
、
議
事
に
先
立
つ
梅
川

新
学
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

は
、
二
七
年
度
に
旧
農
芸
化
学

系
の
研
究
室
が
統
合
さ
れ
、
旧

水
産
系
の
研
究
室
と
合
わ
せ
た

生
物
圏
生
命
科
学
科
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
近
々
こ
の
学
科

が
二
つ
の
学
科
に
分
か
れ
、
旧

農
芸
化
学
系
と
マ
リ
ン
バ
イ
オ

系
の
研
究
室
で
応
用
生
命
化
学

系
の
学
科
に
な
る
構
想
が
持
ち

上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
片
方
は
海
洋
生
物
科
学

系
の
学
科
に
な
る
。
そ
の
様
に

な
れ
ば
、
よ
り
一
層
三
翠
化
学

会
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、

卒
業
生
の
三
翠
化
学
会
へ
の
入

会
も
促
進
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
同
窓
会
に
と
っ
て
も
将
来

を
期
待
で
き
る
お
話
を
さ
れ

た
。

　
講
演
会
は
、嶋
林
先
生
が「
三

重
大
学
に
お
け
る
農
芸
化
学
の

歩
み
」
と
題
さ
れ
、
三
重
大
に

お
け
る
農
芸
化
学
の
発
祥
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
詳

し
く
講
演
さ
れ
た
。
先
生
は
講

演
会
用
の
テ
キ
ス
ト
も
用
意
さ

れ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
農
学

部
、
及
び
農
芸
化
学
科
の
変
遷

が
記
述
さ
れ
る
と
共
に
、
色
々

な
文
献
、
資
料
が
多
数
添
付
さ

れ
る
等
、
三
翠
化
学
会
同
窓
生

で
あ
る
我
々
に
非
常
に
貴
重
な

資
料
を
提
供
さ
れ
た
。
先
生
の

ご
苦
労
と
ご
好
意
に
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
。

　
講
演
会
終
了
後
、
場
所
を
学

内
の
第
一
生
協
に
移
し
、
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。
懇
親
会
で

は
古
山
さ
ん
（
大
24
）
の
司
会

の
も
と
、
生
命
機
能
化
学
講
座

主
任
粟
冠
先
生
、
生
物
圏
生
命

科
学
科
学
科
長
奥
村
先
生
が
あ

い
さ
つ
さ
れ
、
農
芸
化
学
系
研

究
室
の
同
じ
学
科
へ
の
統
合
に

よ
り
、
学
内
か
ら
も
三
翠
化
学

会
活
性
化
に
向
け
、
色
々
と
協

力
し
て
行
き
易
く
な
っ
た
と
の

力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
谷
さ
ん
（
大
13
）
の
音
頭

で
乾
杯
し
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

に
入
っ
た
。
先
生
方
、
各
支
部

長
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞
き
な
が
ら

料
理
、
お
酒
を
楽
し
み
、
さ
ら

に
恩
師
、
旧
友
と
の
会
話
に
も

花
が
咲
い
た
。
宴
た
け
な
わ
で

は
あ
っ
た
が
、
楽
し
い
時
は

刻
々
と
過
ぎ
、
最
後
に
前
田
さ

ん
（
大
36
）
の
応
援
歌
斉
唱
、

吉
田
関
東
支
部
長
（
大
18
）
の

中
締
め
、
木
村
副
会
長
（
大

25
）
の
閉
会
の
言
葉
で
幕
と

な
っ
た
。

　
今
回
の
同
窓
会
は
、
恩
師
の

先
生
方
に
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
先
生
方
の
お
力
を
お
借

り
し
て
若
い
同
窓
生
に
多
く
参

加
し
て
貰
う
こ
と
を
目
標
と
し

た
。
結
果
的
に
五
〇
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
大
25
以
降
の
若
い

人
の
割
合
が
約
六
〇
％
を
占

め
、
一
応
の
目
標
は
達
し
た
と

考
え
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

参
加
数
五
〇
名
で
は
辛
う
じ
て

合
格
点
で
は
あ
る
が
、
優
良
可

の
可
に
過
ぎ
ず
、
同
窓
会
活
性

化
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
ま

だ
ま
だ
先
は
長
い
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　
な
お
、
今
回
は
事
前
に
先
生

方
に
参
加
を
お
願
い
し
、
お
忙

し
い
中
快
く
参
加
い
た
だ
い
た

退
官
さ
れ
た
先
生
方
、
学
内
の

教
授
の
先
生
方
に
、
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

賛
助
金
ご
協
力
の
御
礼
と
お
願
い

　
三
翠
化
学
会
会
計
逼
迫
打

開
の
た
め
二
回
目
の
賛
助
金

を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
一
五
〇
名
の
方
々
か
ら
総

額
百
万
円
を
超
え
る
（
三
重
大

グ
ッ
ズ
代
、
払
い
込
み
手
数
料

を
引
い
て
八
〇
万
円
）
心
の
こ

も
っ
た
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。
役
員
一
同
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
ご
芳
志

を
頂
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

載
さ
せ
て
頂
き
御
礼
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
伝
統
あ
る
機
関
紙
「
三
翠
化

学
」
を
と
り
あ
え
ず
続
け
る
こ

と
が
で
き
、
し
ば
ら
く
滞
っ
て

い
た
支
部
へ
の
補
助
金
も
何
と

か
再
開
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
梅
川
研
究
科
長
・
学
部
長
の

も
と
、
あ
ら
た
な
大
学
の
組
織

が
三
翠
化
学
会
の
母
体
と
な
り

う
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
新
し
い
学
科
の
学
生
さ

ん
に
三
翠
化
学
会
の
存
在
を

知
っ
て
頂
き
、
卒
業
後
に
本
会

に
入
会
頂
く
こ
と
が
肝
要
で
、

在
学
中
に
本
会
と
の
つ
な
が
り

を
強
め
て
頂
く
た
め
当
面
資
金

を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
別
紙
の
と
お
り
再
々
度
の
お

願
い
で
恐
縮
で
す
が
も
う
一
度

賛
助
金
を
お
願
い
し
、
近
い
将

来
の
本
会
再
構
築
に
対
処
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
出
費
多
端
の
折
大
変

恐
縮
で
す
が
、
引
き
続
い
て
の

ご
協
力
を
同
封
の
別
紙
の
要
領

で
お
願
い
致
し
た
く
、
伏
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　（
会

　
　
長

　
杉
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大
16（
昭
和
四
三
年
卒
）
年
に
四
回
、

こ
の
一
〇
年
間
で
ク
ラ
ス
会
開
催
四
〇
回
を
達
成

　
還
暦
を
過
ぎ
、停
年
を
迎
え
、

敷
島
パ
ン
を
退
職
し
た
大
西
君

が
、
ク
ラ
ス
会
幹
事
を
や
り
出

し
た
。
三
ヶ
月
毎
に
メ
ー
ル
が

来
る
。
返
事
が
遅
れ
る
と
文
句

が
来
る
。
欠
席
の
返
事
を
出
す

と
出
席
せ
よ
と
怒
っ
て
来
る
。

こ
う
し
て
、
年
に
四
回
ず
つ
ク

ラ
ス
会
を
や
り
出
し
、
一
〇
年

の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
今
回
の
ク

ラ
ス
会
で
年
四
回
一
度
も
欠
か

さ
ず
、
と
う
と
う
四
〇
回
目
を

迎
え
た
。

　
今
回
は
十
二
人
が
集
ま
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
半
分
は
他

学
年
（
他
ク
ラ
ス
）
の
人
た
ち

で
あ
る
。
我
々
16
回
生
は
、
卒

業
時
二
九
名
、
す
で
に
五
名
が

三
途
の
川
を
渡
り
、
い
ま
だ
に

戻
っ
て
来
な
い
。
四
名
が
行
方

不
明
で
、
現
在
五
名
が
体
調
を

崩
し
、
入
院
、
ま
た
は
自
宅
療

養
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
他

の
事
情
で
参
加
で
き
な
い
人
が

四
名
い
る
。
と
い
う
訳
で
ク
ラ

ス
は
満
身
創
痍
状
態
で
、
近
頃

の
ク
ラ
ス
会
の
参
加
者
は
、
半

数
近
く
を
他
学
年
の
方
々
に

頼
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ

る
。
四
〇
回
達
成
な
ん
て
偉
そ

う
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う
な
状

態
で
は
な
い
。

　
ク
ラ
ス
会
の
中
味
は
、
毎
回

同
じ
要
領
で
全
く
変
わ
り
映
え

が
し
な
い
。
桑
名
の
料
亭
で
季

節
の
料
理
を
賞
味
し
、
旨
い
酒

を
飲
む
昼
食
会
で
あ
る
。
時
に

は
料
亭
の
庭
に
あ
る
満
開
の
桜

や
藤
を
愛
で
な
が
ら
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
こ
と
も
あ

る
。
話
は
、
学
生
時
代
の
馬
鹿

馬
鹿
し
い
想
い
出
、
取
り
と
め

も
な
い
世
間
話
、
あ
と
は
、
健

康
状
態
、
病
気
の
話
で
、
あ
ま

り
有
意
義
な
話
は
出
な
い
。
そ

れ
で
も
我
々
の
ク
ラ
ス
は
年
に

四
回
、
一
〇
年
間
で
四
〇
回
も

ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
き
た
。
そ

し
て
全
員
が
結
構
楽
し
ん
で
、

か
な
り
満
足
し
て
家
路
に
着
く

と
い
う
不
思
議
な
人
た
ち
の
集

ま
り
で
あ
る
。

　
そ
し
て
ま
た
次
の
一
〇
年
間

八
〇
回
開
催
を
目
指
し
て
ク
ラ

ス
会
を
続
け
て
行
く
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　
次
回
の
開
催
は
九
月
二
四
日

（
土
）
の
予
定
で
あ
る
。

　
出
席
者
は
、
谷
（
大
13
）、

小
畑
（
大
15
）、岡
田
（
大
17
）、

松
永
（
大
22
）、佐
藤
（
大
22
）、

木
村
（
大
25
）
の
諸
氏
と
大
北

（
大
16
）、
大
西
（
大
16
）、
井

上
（
大
16
）、
酒
井
（
大
16
）、

杉
﨑
（
大
16
）
二
名
で
あ
る
。

	

（
杉
﨑
）

平成 28 年度　総会のご案内

平成 28 年９月17日（土）　12：30 受付開始

13：00 ～13：30
　三翠化学会総会
　生物資源学部校舎 216 番教室

14：00 ～14：50
　三翠同窓会三重県支部総会
　生物資源学部大講義室

15：00 ～15：30
　三翠同窓会総会　生物資源学部大講議室

16：00 ～17：30
　懇親会　三重大学生協第１食堂
　懇親会会費　3,000円

　
賛
助
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
大
変
心
温
ま
る
ご
支
援
を

多
数
頂
い
た
。
そ
の
中
で
皆
様

の
同
窓
会
に
対
す
る
お
気
持
ち

が
う
か
が
え
る
話
を
幾
つ
か
ご

紹
介
し
た
い
。

そ
の
一
　
大
２
の
Ａ
先
輩
は
す

で
に
他
界
さ
れ
た
が
、
奥
様

か
ら
長
年
お
世
話
に
な
っ
た

お
礼
と
の
こ
と
で
三
万
円
を

お
送
り
頂
い
た
。

そ
の
二

　
大
16
の
Ｂ
さ
ん
は
、

同
窓
会
と
は
卒
業
以
来
疎
遠

に
な
っ
て
き
た
の
で
そ
の
罪

滅
ぼ
し
の
た
め
、
大
学
入
学

以
来
現
在
に
至
る
ま
で
の
間

を
年
三
、
〇
〇
〇
円
で
計
算

し
、
一
五
三
、
〇
〇
〇
円
寄

付
さ
せ
て
も
ら
う
と
の
こ
と

で
（
本
人
の
書
簡
）、
大
金

を
振
り
込
ん
で
頂
い
た
。

そ
の
三

　
ご
高
齢
の
恩
師
Ｃ
先

生
か
ら
は
、
三
翠
化
学
会
活

性
化
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

　
賛
助
金
こ
ぼ
れ
話

の
お
言
葉
と
と
も
に
三
万
円

を
頂
い
た
。

そ
の
四
　
大
19
の
Ｄ
さ
ん
は
、

二
年
に
わ
た
り
合
計
八
万
円

を
振
り
込
ん
で
頂
い
た
。

　
な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
の
皆
様

方
の
お
気
持
ち
を
肝
に
銘

じ
、
同
窓
会
活
動
に
役
員
一

同
頑
張
ら
ね
ば
と
心
新
た
に

し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
二
年
間
賛
助
金

を
お
願
い
し
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
結
果
を
少
し
ま
と
め
て

報
告
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
二
六
年
度
　
一
七
四
名

　
　
三
口
以
上

：

二
三
名

　
　
五
口
以
上

：

四
名

　
　
一
〇
口
以
上

：

四
名

　
二
七
年
度
　
一
五
〇
名

　
　
三
口
以
上

：

二
〇
名

　
　
五
口
以
上

：

四
名

　
　
一
〇
口
以
上

：

七
名

　
二
年
連
続
で
一
〇
口
以
上
の

方
が
三
名
み
え
る
。
あ
り
が
た

い
こ
と
で
あ
る
。

（題字は稲川先生）
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昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
は
、
平
成
一
三
年
か
ら

は
、
名
称
を
支
部
総
会
か
ら
交

流
会
に
変
更
し
、
毎
年
開
催
を

重
ね
、
平
成
二
六
年
に
は
、
お

か
げ
さ
ま
で
支
部
創
立
三
〇
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
現

在
も
活
動
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
毎
年
の
支
部
の
活

動
を
支
え
て
頂
い
て
い
る
三
翠

化
学
会
本
部
、
毎
年
の
交
流
会

に
際
し
、
こ
れ
ま
で
ご
講
演
を

引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
講
師

の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
十
七
回
支
部
交
流
会
は
、

平
成
二
七
年
一
一
月
一
四
日
、

ご
来
賓
と
し
て
三
翠
化
学
会
長

の
杉
﨑
護
氏
（
大
16
回
）、
柏

村
直
樹
名
誉
教
授
に
ご
出
席
を

賜
り
、
新
大
阪
の
ホ
テ
ル
ク
ラ

イ
ト
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
一
部
は
関
西
支
部
総
会
で

す
。
冒
頭
に
故
熊
澤
先
生
は
じ

め
、
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
次
い
で
岸
田
幹
事
（
大

36
回
）
の
司
会
の
元
、
杉
﨑
会

長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
三
翠

化
学
会
本
部
の
現
状
と
各
支
部

の
活
動
状
況
及
び
機
関
誌
「
三

翠
化
学
」
へ
の
協
力
金
の
御
礼

に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、古
橋
支
部
長（
大

19
回
）
か
ら
は
平
成
二
六
年
度

の
活
動
報
告
、
堀
幹
事
（
大
28

回
）
の
会
計
報
告
、
谷
口
幹

事
（
大
20
回
）
か
ら
の
会
計
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
六

年
間
重
責
を
果
た
さ
れ
た
古
橋

支
部
長
が
こ
の
総
会
を
も
っ
て

勇
退
さ
れ
、
新
た
に
、
谷
中
副

支
部
長
（
大
13
回
）
が
新
支
部

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

三
期
六
年
間
、
支
部
の
活
動
が

円
滑
に
進
め
ら
れ
た
の
は
、
古

橋
支
部
長
の
手
腕
の
賜
物
で
あ

り
、
支
部
を
牽
引
し
て
い
た
だ

い
た
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
幹
事
と
し

て
、
関
西
支
部
の
活
動
へ
の
ご

協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
谷
中
新
支

部
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
関
西
支

部
の
活
動
の
中
心
と
な
り
、
こ

の
交
流
会
の
活
性
化
に
向
け
、

先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
幹
事
一
同
、

新
支
部
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
今

後
も
活
動
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

　
第
二
部
は
恒
例
の
談
話
会
で

す
。
古
橋
幹
事
の
司
会
で
、
ま

ず
、
関
西
支
部
の
幹
事
で
も
あ

る
内
田
勝
啓
氏
（
大
15
回
）
よ

り
、「
薬
は
世
に
連
れ
、
世
は

…
…
（
研
究
開
発
の
失
敗
談
な

ど
）」
と
題
し
、
科
研
製
薬
㈱

社
員
時
代
の
研
究
開
発
活
動
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
田
氏
か
ら
「
中
魚
を
逃

す
」「
小
魚
を
逃
す
」
と
い
う

こ
と
ば
が
数
度
繰
り
返
さ
れ
、

会
社
が
儲
け
る
こ
と
の
で
き
た

は
ず
の
医
薬
品
開
発
を
い
く
つ

か
手
が
け
た
が
、
発
売
の
タ
イ

第
十
七
回
三
翠
化
学
会

　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

ミ
ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、

会
社
の
事
情
か
ら
発
売
が
見
送

ら
れ
、
そ
の
間
に
他
社
が
発
売

し
て
し
ま
い
、
成
功
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
た
「
悔
し
い
思
い
」

を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
三
重
大
学
生
物
資

源
学
研
究
科
教
授
の
苅
田
修
一

氏
（
大
30
回
）
よ
り
、「
学
部
の

現
状
、
生
命
機
能
化
学
講
座
の

誕
生
」
と
題
し
、
改
組
後
の
生

物
資
源
学
部
の
現
状
と
様
々
な

活
動
、
そ
し
て
「
応
用
生
命
教

育
コ
ー
ス
」
と
い
う
名
称
で
、

か
つ
て
の
農
芸
化
学
コ
ー
ス
に

近
い
形
が
復
活
し
た
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
い
よ
い
よ
お
楽
し

み
の
懇
親
会
で
す
。
田
宮
幹

事
（
大
36
回
）
の
司
会
で
開
始

と
な
り
、
西
澤
寅
夫
氏
（
大
６

回
）
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。柏
村
名
誉
教
授
、

西
田
律
夫
京
都
大
学
名
誉
教
授

（
大
20
回
）、
杉
﨑
会
長
夫
人
清

子
氏
（
大
16
回
）、
初
め
て
参

加
さ
れ
た
大
北
明
氏
（
大
16

回
）、
東
海
支
部
の
寺
島
徹
氏

（
大
34
回
）
の
お
話
を
う
か
が

い
、
参
加
者
一
同
、
昔
話
で
盛

り
上
が
っ
た
り
、
お
互
い
の
近

況
を
報
告
し
あ
っ
た
り
と
、
い

つ
も
の
よ
う
に
和
気
あ
い
あ
い

第
一
八
回
三
翠
化
学
会

関
西
支
部
交
流
会
の
ご
案
内

日
時
　
平
成
二
八
年
一
一
月

十
二
日
（
土
）

	

午
前
一
一
時
か
ら

場
所
　
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン

新
大
阪

談
話
会
特
別
講
師
（
予
定
）

　「
生
物
資
源
学
研
究
科
の

機
能
強
化
を
目
指
し
て
」

　
三
重
大
学
生
物
資
源
学
研

究
科
長
　
生
物
資
源
学
部

長
　
　
梅
川
逸
人
氏（
修
14
回
）

　「
化
学
企
業
に
お
け
る
研

究
と
開
発
」

　
元
三
洋
化
成
工
業
㈱

　
　
伊
藤
哲
雄
氏（
大
21
回
）

　
最
新
の
知
見
に
触
れ
、
三

翠
化
学
の
同
窓
生
と
楽
し
く

語
り
合
う
絶
好
の
機
会
で

す
。
同
級
生
を
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

第
七
回 

三
翠
化
学
会
関
東
支
部
交
流
会
報
告

嶋
林
先
生
の
講
演
「
三
重
大
学
の
農
芸
化
学
の
歩
み
」、
三
五
名
が
集
う

　
第
七
回
三
翠
化
学
会
関
東
支

部
交
流
会
を
平
成
二
八
年
二
月

二
七
日
（
土
）
十
一
時
半
か
ら
、

日
本
橋
室
町
の
「
日
本
海
庄
や

　
日
本
橋
室
町
店
」で
開
催
し
、

本
部
か
ら
出
席
い
た
だ
い
た
杉

﨑
護
三
翠
化
学
会
会
長
（
大
16

回
）
以
下
総
勢
三
五
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
飯
田
副
支
部
長
（
大
23
回
）

の
進
行
の
も
と
、
吉
田
支
部
長

（
大
18
回
）
の
挨
拶
、
杉
﨑
会

長
か
ら
三
翠
化
学
会
の
活
動
状

況
を
含
め
た
来
賓
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
、
講
演
会
に
入
り
ま

し
た
。

　
関
東
支
部
の
設
立
は
本
部
の

一
年
後
の
昭
和
四
九
年
四
月
二

日
で
あ
り
、
今
年
で
創
立
四
一

年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
年
遅
れ
で
は
あ
り
ま
す
が

四
〇
年
の
節
目
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
交
流
会
は
、
嶋
林

先
生
に
「
三
重
大
学
に
お
け
る

農
芸
化
学
の
歩
み
」
と
題
し
て

講
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
昨
年
、
本
部
の
総
会
で
も
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
が
、
敢
え
て

関
東
支
部
の
皆
さ
ん
に
お
聞
か

せ
願
え
な
い
か
と
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
快
諾
を
い
た
だ
き
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
の
話

を
聞
き
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の

思
い
が
、
専
３
回
の
小
笠
先
輩

を
は
じ
め
、
大
３
回
か
ら
大
41

回
ま
で
の
幅
広
く
多
く
の
方
の

参
加
希
望
に
つ
な
が
っ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
（
残
念
な
が

ら
当
日
小
笠
先
輩
は
欠
席
さ
れ

ま
し
た
）。

　
嶋
林
先
生
は
、
大
１
回
に
卒

業
さ
れ
て
お
り
、
我
々
に
と
っ

て
伝
説
の
先
生
に
学
び
、
三
重

大
学
で
長
年
教
壇
に
立
た
れ
、

ま
さ
し
く「
農
芸
化
学
の
歩
み
」

を
自
ら
経
験
さ
れ
て
お
り
、
農

芸
化
学
の
「
生
き
字
引
」
の
存

在
で
あ
り
ま
す
。
先
生
に
し
か

語
れ
な
い
内
輪
話
、
思
い
も

語
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

初
め
て
聞
か
れ
た
方
も
多
い
こ

と
も
あ
り
、
皆
さ
ん
の
心
に
強

く
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
集
合
写
真
撮
影
の
後
、
本
日

の
長
老
で
あ
る
加
藤
先
輩
（
大

３
回
）
の
乾
杯
の
発
声
で
恒
例

の
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

嶋
林
先
生
の
講
演
内
容
に
話
題

が
盛
り
上
が
り
、
ま
た
皆
さ
ん

の
近
況
報
告
も
あ
り
、
先
輩
、

後
輩
の
年
齢
を
越
え
て
大
い
に

歓
談
し
二
時
間
強
の
懇
親
会
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。
最
若
手
の
園
田
さ
ん
（
大

41
回
）
の
締
め
の
後
、
浅
井
副

支
部
長
（
大
19
回
）
の
指
揮
で

「
三
翠
応
援
歌
」
を
大
合
唱
し
、

次
回
の
再
会
を
約
し
て
交
流
会

を
終
え
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
交
流
会
の

出
席
者
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

嶋
林
幸
英
（
大
１
）、
加
藤
晃

（
大
３
）、
吉
野
遷
次
（
大
６
）、

鈴
木
潔
（
大
９
）、森
岡
保
（
大

10
）、
高
田
顕
（
大
11
）、
亀
山

幸
輝
（
大
12
）、近
藤
三
郎
（
大

12
）、
吉
田
多
佳
夫
（
大
12
）、

小
林
武
義
（
大
13
）、
清
水
宣

雄
（
大
14
）、
小
島
楯
彦
（
大

15
）、
長
島
貞
武
（
大
15
）、
市

川
正
（
大
16
）、
杉
﨑
護
（
大

16
）、
臼
井
英
夫
（
大
18
）、
吉

田
吉
明（
大
18
）、浅
井
美
文（
大

19
）、
浅
尾
由
一
（
大
19
）、
東

海
裕
作（
大
19
）、西
出
裕
次（
大

　
東
海
支
部
会
は
年
に
四
回
、

平
日
六
時
よ
り
名
古
屋
市
内
で

食
事
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
こ
こ
数
年
皆
さ
ん
の

集
ま
り
や
す
い
金
山
総
合
駅
の

隣
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋

の
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
て
い

ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
毎
回
十
五
名
前

後
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
都
合
に
合

わ
せ
て
出
席
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
上
の
方
は
農
学
部
卒
業

三
回
の
伊
佐
さ
ん
か
ら
生
物
資

源
学
部
卒
業
ま
で
と
幅
広
い
世

代
、
年
齢
の
方
が
出
席
さ
れ
ま

す
。
学
校
や
会
社
の
よ
う
な
厳

し
い
上
下
関
係
は
な
く
、
皆
さ

ま
気
さ
く
に
お
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
年
齢
差
で
お
話

が
弾
む
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
お

話
の
面
白
い
こ
と
。
や
は
り
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
れ
た
方
の

お
話
は
本
当
に
違
い
ま
す
。
昨

今
の
時
事
ネ
タ
に
対
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
交
え
て
解

釈
、
見
解
を
ご
披
露
い
た
だ
け

る
の
は
な
か
な
か
の
光
景
で

す
。

　
ま
た
、
料
理
も
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
と
食
事
制
限
が
あ
る

方
も
自
分
の
好
き
な
も
の
を
好

き
な
だ
け
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
誰
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
お
膳
立
て

し
ま
せ
ん
。
幹
事
は
ビ
ー
ル
を

皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
、
ジ
ョ
ッ

キ
で
注
文
す
る
だ
け
で
す
。
も

ち
ろ
ん
ウ
ー
ロ
ン
茶
で
も
何
ら

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
で
は
会
社
を
卒
業
さ

れ
、
東
海
エ
リ
ア
に
戻
ら
れ
参

加
が
可
能
に
な
ら
れ
た
方
も
み

え
ま
す
。
シ
ニ
ア
の
方
は
大
歓

迎
で
す
。
現
役
で
名
古
屋
近
郊

に
お
勤
め
の
方
も
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
出
張
の

東
海
支
部
会
た
よ
り

　平成28年１月１日に生物圏生命科学専攻・生命機能化学講座・創薬化学教育研究分野の准教授に
着任しました。大阪府茨木市で生まれ育ち、京都大学大学院農学研究科で博士号を取得しました（博
士論文主査：入江一浩先生）。その後、京都大学大学院理学研究科で博士研究員として２年間勤めま
した。平成23年５月に東北大学大学院薬学研究科の助教に採用され、昨年12月まで研究・教育に
従事しました。
　現所属の創薬化学教育研究分野は、今年度からスタートした新しい研究室です。薬の分子が生体
分子に結合する様子を原子レベルで解析し、より効果が高い薬を創ることを目標としています。学生
時代に学んだ生物有機化学、博士研究員時代に習得した核磁気共鳴の技術、助教時代に身につけた
有機合成と計算化学を巧みに融合させた「農芸化学的創薬研究」を展開する予定です。薬の分子を設
計・合成し、その効果を試してみて、薬を創っていく楽しさを学生さんと共有していきたいと考えてい
ます。研究室の運営は稲垣穣先生（生理活性化学教育研究分野）と共同で行っており、研究室の仕事
を分担するとともに、セミナーを一緒に行うなど教育研究の面でも密に協力しています。
　授業は、「創薬化学」「生命機能化学実験実習２」など、有機化学を用いて生命現象を理解し、応
用する科目を担当します。学生さんに農芸化学に興味を持ってもらえるよう、しっかり準備して臨みます。
　私は駆け出しの准教授なので、未熟な点が多々あると思います。生物資源学研究科の発展に尽力す
る所存ですので、ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　着　任　の　挨　拶　　　　増田 裕一

と
し
た
雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進

み
ま
し
た
。
最
後
に
岸
田
幹
事

の
発
声
で
、
恒
例
ど
お
り
三
翠

応
援
歌
を
熱
唱
し
て
連
帯
感
を

深
め
、
谷
中
新
支
部
長
よ
り
来

年
の
再
会
を
期
し
た
閉
会
の
辞

で
、
第
十
七
回
関
西
支
部
交
流

会
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
支

部
運
営
協
力
費
に
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
、
誌
面
を
お

借
り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。	

西
本
和
実
（
大
33
回
）

生物化学研究室同門会開催のお知らせ
嶋林先生（米寿）、田口先生（古希）、
奥村先生（還暦）をお祝いすると共に

日時：	平成 28 年10月15日土　12時頃受付開始
場所：	アスト津　ホテルグリーンパーク津
	 （詳細は正式案内状にて）

　なお、他研究室で参加希望の方は、
	 杉﨑　TEL：090-1624-6160　まで

　
食
品
生
物
情
報
工
学
研
究
室

は
、
平
成
二
七
年
度
の
教
員
配

置
換
え
に
よ
り
、
資
源
循
環
学

専
攻
・
循
環
生
物
工
学
講
座
か

ら
移
籍
し
た
研
究
室
（
旧
、
生

物
情
報
工
学
研
究
室
）
で
す
。

担
当
は
、
橋
本
篤
（
教
授
）、

と
末
原
憲
一
郎
（
准
教
授
）
の

二
名
で
す
。
と
も
に
工
学
部
化

学
工
学
科
の
出
身
で
、
橋
本
は

食
品
工
学
分
野
を
、
末
原
は
生

物
工
学
分
野
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
教
育
研
究
を
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
が
農

芸
化
学
と
の
接
点
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
研
究
室
と
し
て
は
、
生
物
情

報
を
起
点
と
し
た
食
品
工
学
へ

の
展
開
を
中
心
に
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。
物
質
・
細
胞
・
個

体
（
お
も
に
植
物
体
）
へ
の
情

報
流
れ
を
基
礎
と
し
、
農
作
物

栽
培
か
ら
食
品
加
工
・
流
通
に

至
る
ま
で
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で

光
計
測
手
法
を
援
用
し
た
情
報

取
得
、
解
析
、
な
ら
び
に
そ
れ

ら
の
利
活
用
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
品
の
加

熱
・
乾
燥
・
殺
菌
、
味
や
香
り

に
関
連
す
る
品
質
評
価
、
生

物
・
食
品
・
農
業
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
セ
ン
サ
の
試
作
・
開
発

な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。

　
本
研
究
室
は
旧
・
農
業
機
械

学
科
の
農
産
機
械
学
分
野
の

流
れ
を
組
ん
で
お
り
、
化
学

工
学
的
要
素
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
農
芸
化
学
と
の
接
点
を

取
り
入
れ
、Phenomics

研
究

か
らFoodomics

研
究
へ
の
展

開
を
試
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

際
に
飛
び
込
み
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
連
絡
は
、
東
海
支
部
長

　

酒
井

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

：

〇
八
〇
─

四
五
四
〇
─
三
三
三
〇
ま
で
、

お
気
軽
に
電
話
下
さ
い
。

　
　（
吉
田
小
百
合

	

　
　
生
物
資
源
五
回
）

19
）、
坂
本
秀
雄
（
大
20
）、
田

中
俊
一
（
大
20
）、田
中
実
（
大

20
）、
原
田
三
郎
（
大
20
）、
平

田
友
良（
大
20
）、藤
川
誠
一（
大

20
）、
丹
羽
誠
一
（
大
22
）、
飯

田
徹
也
（
大
23
）、仁
保
健
（
大

23
）、
猪
子
眞
子
（
大
25
）、
菅

原
博
（
大
26
）、
別
所
明
（
大

26
）、
森
亮
夫
（
大
27
）、
園
田

雅
俊
（
大
41
）

　
　（
関
東
支
部
支
部
長

	

吉
田
吉
明
）

◆
新
分
野
紹
介
◆

　
食
品
生
物
情
報
工
学
研
究
室

橋
本
　
篤
・
末
原
憲
一
郎


